
 

 

 

 

 

  １１月７日は「立冬」でした。コートや暖房器具など、冬支度を始める時期ですね。また、風邪やインフルエンザなど、

感染症が流行り始める時期になりました。手洗い・うがい、換気など日常生活でできる対策をしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１１月１８日 岐山高等学校 保健室 

＜今月の保健目標＞  

・かぜ、インフルエンザ、コロナ予防 

・医薬品の使い方を考える 

 インフルエンザの予防

接種は、体内で抗体が

作られるまで約２週間か

かります。効果がすぐに

現れるわけではないの

で、接種を考えている人

は抗体が作られる２週間

を考慮して接種を受けま

しょう。 

 

１２月に保健委員

が教室の空気検

査を行います。 

寒くても少しずつ

窓を開けて換気

をしよう！ 

 インフルエンザにかかる人が

岐山高校でも増えてきました。少

しでも体調が悪いと感じたら、ま

ずは検温し、無理して登校するの

は控えましょう。 

  左の感染症はどれも出席停止

になります。罹患した場合は、必

ず欠席連絡フォームに連絡をし

てください。インフルエンザの場

合は、「発症後５日を経過し、か

つ解熱後２日を経過するまで」は

出席停止になります（発症日を０

日、解熱した日を０日として、翌

日から１日目とカウントします）。

しっかり休養して、元気になって

から登校してくださいね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２３日（木）７限に岩砂病院・岩砂マタニティ 顧問 岩砂眞一先生にお越しいただき、全校生徒を対象に 

性に関する講話を実施しました。思春期における身体の変化から妊娠・出産の成り立ち、性感染症についてなど 

幅広く講話していただきました。講話後のアンケート結果・感想の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ほとんどの人が、今回の講話について、「知らないことを知ることができた」、「知っていることを再確認できた」 

と答えてくれました。手軽に様々な情報が手に入る今、この講話で学んだ正しい知識を忘れず、自分や相手のこ 

とを大切にした行動をして欲しいです。みなさんの今後の将来に役立つ講話になったと思います。 

風邪薬や頭痛薬など普段から薬を飲んでいる人も多いと思い

ます。用法容量をちゃんと守ることで、効果が現れ症状を改善し

てくれます。飲み方だけでなく、保管も適切に行いましょう。 

イラスト：日本学校保健研修社「健」、参考：日本学校保健研修社「健」１０、１１、１２月号 より 

性に関する講話を行いました

 

〇先生の「奇跡の人だよ」っていう言葉が素敵だと感じました！ 

〇自分の将来にも関わる大切なことについての貴重なお話を聞

くことができ、改めて自分自身と相手の身体と心を大切にし、

幸せに生きていきたいと思うことができた。 

〇自分の知らない体の仕組みが知れたのが一番嬉しかったで

す。友達にもなんとなく聞きづらいし、自分の体を自分で確認

することがないので、今回新しく知れたことがあって良かった

です。 

Q､性に関することで困った場合、誰かに相談できますか？ 

６割以上の人が、困った時に誰かに「相談で

きる」と回答してくれました。一方で、４割近くの

人が、「相談せずに黙っている」、「分からない」

と答えています。なかなか人に言いづらいことも

あるかもしれませんが、何か困った時は一人で

抱えず、話しやすい人に相談して欲しいと思い

ます。保健室でも話を聞きますので、気軽に来て

くださいね。 

アンケートで出た講師の先生への質問の回答は、今後のほけんだよりで紹介予定です。 


